
第２章　カンダハールにて　　　　　　　　　　　　

25

の
第
３
セ
ク
タ
ー
か
何
か
の
中
古
バ
ス
が
、
は
る
か
カ
ン
ダ

ハ
ー
ル
ま
で
流
れ
て
き
て
い
る
。

「
あ
ー
、
こ
こ
が
神
戸
や
っ
た
ら
な
ー
」。

乗
客
数
十
人
に
囲
ま
れ
て
、
思
わ
ず
日
本
が
恋
し
く
な
る
。

こ
の
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
空
港
は
軍
民
共
用
の
空
港
。
滑
走
路
に

は
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
ア
フ
ガ
ン
軍
の
軍
用
ヘ
リ
、
米
軍
の
戦
闘
機
が

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

神
戸
の
ミ
ニ
バ
ス
は
、
砂
漠
の
中
の
一
本
道
を
走
り
出
す
。

す
れ
ち
が
う
の
は
軍
用
車
、
装
甲
車
の
み
。
カ
ブ
ー
ル
と
違
っ

て
、
こ
こ
は
明
ら
か
に
「
戦
争
の
ニ
オ
イ
」
が
充
満
し
て
い

る
。
や
が
て
バ
ス
は
国
道
に
出
て
、
一
気
に
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
市

内
へ
と
突
っ
走
る
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
国
道
に

は
多
数
の
路
肩
爆
弾
（
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）
が
仕
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
通

称
「
Ｉ
Ｅ
Ｄ
道
路
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
。

カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
市
内
入
り
口
で
バ
ス
を
降
り
、
あ
わ
て
て
タ

ク
シ
ー
を
拾
う
。

「
市
内
の
ホ
テ
ル
へ
」。

「
ど
の
ホ
テ
ル
で
す
か
？　

旦
那
」。

「
と
に
か
く
市
内
の
最
高
級
ホ
テ
ル
へ
。
急
い
で
く
れ
」。

イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
が
運
転
手
に
命
じ
、
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
中
心
部

へ
向
か
う
。

カ
ブ
ー
ル
で
も
そ
う
だ
が
、
最
高
級
ホ
テ
ル
は
そ
れ
な
り

に
警
備
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
こ
の
国
で
は
国
連
職
員
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
宿
泊
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
相
対
的
に

安
全
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ
ル
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ
。
玄
関

に
警
備
員
が
数
名
い
て
、
バ
ー
の
上
げ
下
げ
で
中
に
入
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ホ
テ
ル
が
正
解
だ
。

は
び
こ
る“
戦
争
ビ
ジ
ネ
ス
”

ホ
テ
ル
の
中
に
は
、
別
の
民
間
軍
事
会
社
の
社
員
た
ち
が
た

む
ろ
し
て
い
た
。
屈
強
な
体
に
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
、
腕
に
は
刺
青

が
彫
ら
れ
て
い
て
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
。
な
ぜ
か
み

ん
な
同
じ
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
。
ち
が
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
肌
の

色
が
白
い
か
黒
い
か
。
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
空
港
は
現
在
拡
張
工
事

中
で
、
そ
の
工
事
を
警
備
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
政
府
の

要
人
を
護
衛
し
て
い
る
の
か
…
…
。

と
に
か
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
。
イ
ラ
ク
で
も

ア
フ
ガ
ン
で
も
「
戦
争
の
民
営
化
」
が
進
ん
で
い
る
。

ホ
テ
ル
で
遅
い
昼
食
を
取
り
、
市
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
ミ

ル
ワ
イ
ズ
病
院
へ
。
連
日
の
よ
う
に
空
爆
と
銃
撃
戦
、
そ
し
て

01-アフガン編-01-02章.indd   25 2011/02/15   14:53:21


